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6週齢の CBA/CaJマウスの後半規管に NT3もしくは緑色蛍光タンパク質（green fluorescent protein; GFP）











の間は 4倍から 10倍、40日後は 1.7倍に NT3の発現が増加すると示された。騒音曝露に先行して蝸牛に投与
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された AAV-NT3は用量依存性にシナプトパチーを軽減し、ほぼ完全にシナプスが保護された領域もあった。騒
音に曝露させなかった群では、NT3の過剰発現は聴力閾値に影響を及ぼさず、蝸牛の組織学的変化も生じなか
ったが、GFPの過剰発現は永久性聴力閾値上昇と蝸牛頂側優位の広汎な内有毛細胞死を生じさせた。この有毛
細胞死の分布は、推測されている AAVの経後半規管投与による有毛細胞での遺伝子発現レベルの勾配と一致す
る。騒音に曝露させた群では、NT3 の過剰発現は永久性聴力閾値上昇を生じさせた。 
【結語】 
蝸牛での NT3の過剰発現は騒音によって生じるシナプス損傷を軽減するが、強制的な過剰発現が有毛細胞自体
を傷害する可能性がある。 
